












要約:体力測定は年齢が低いほど客観性や信頼性に欠ける。また,体力テストの項目は競技

力の基礎としての運動能力に関するものが多く,健康にかかわる体力要素の検討が必要で

ある。小児の日常生活の心拍数を記録すると,活動的か非活動的かによって 140 拍/分以上

の出現率に大きな差があり,それが体力水準の差をもたらしていると考えられる。日常生

活の活動水準,体力および健康に関わるプロフィールとの関連の解明が今後の課題である。


